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編集を終えて
委員長 三本 一雄

昭和30年4月、昭和の大合併により旧中津村の一部を合わせ、新柳谷村が誕生し早

くも49年の歳月を経過して参りました。

今回平成の町村合併により、 16年8月l日から「久万高原町」として生まれ変わるこ

とになります。そこで柳谷村として歩み続けて来た半世紀を年代にそって写真に綴り、

「わがふるさとの半世紀」写真集を発刊することになり、編集委員長の重責を担うこ

ととなりました。

もとより、こうした経験は乏しく、その上急速に進展する印刷技術等にうまく当て

はまるようにまとめられるかどうか危惧しておりましたが、編集委員各位の献身的な

協力と支援をいただき、発刊の喜びを迎えることができ、胸をなでおろしております。

50年と一口に言うことはできますが、現存するおびただしいネガフィルムから、各

年代に適応する「一コマ」を選びだすことは、根気と体力のいる難作業でした。

30年代は、カメラなど贅沢品と考えられ、村内ではあまり普及しておらず、写真資

料も限られていて掲載を断念しなければならないこともありました。

その中にあって、住民の方々からも温かいご協力をいただき、資料写真をたくさん

提供してもらって、感謝しながら編集させていただいたことを思い出しています。

柳谷村の歴史を写真で振り返るとき、この半世紀、幾多の試練と困難を村民一体と

なって乗り越え、村の振興・発展に尊い汗を流し智恵をしぼって立ち向かっている姿

が至る所に見受けられ、先人達の活躍に心から敬意と感謝の念をもって編集作業を進

めました。

一コマ・一コマの写真が語りかける声なき声を聞き、それぞれの想いを胸に新しい

町づくりへの力としてほしいと願うとともに、この写真集を大切にして子孫へ語りつ

いでいただきたいと思っております。

終わりになりましたが、村当局のご支援、住民の方々のご協力、多用の中誠心誠意

ご尽力下さった委員各位に感謝とお礼を申し上げあとがさと致します。

平成16年3月吉日
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平成15年

柳谷村議会議員
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教育委員会職員
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写真で綴る柳谷村史

わがふるさとの半世紀
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